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２月は、
固定資産税・都市計画税の
第４期納期限と
国民健康保険税・介護保険料の
第９期納期限です。

　

昨
年
十
一
月
よ
り
、
町
教

育
委
員
会
が
進
め
て
い
た
井

手
寺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
伽

藍
（
寺
の
建
物
）
の
柱
の
跡

や
瓦
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
発
掘
は
、
府
道
和

束
井
手
線
沿
い
の
『
井
堤
寺

跡
』
東
側
約
三
百
三
十
㎡
を

五
ヶ
所
に
分
け
、
井
手
寺
の

具
体
的
な
姿
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
調
査
し
た
も
の
で
、

本
格
的
な
発
掘
調
査
は
今
回

が
初
め
て
。

　

井
手
寺
は
奈
良
時
代
井
手

の
地
に
居
を
構
え
た
橘
諸
兄

が
現
在
の
『
井
堤
寺
跡
』
付

近
に
建
て
た
と
さ
れ
る
古
代

の
寺
院
で
、
七
堂
伽
藍
（
塔

や
金
堂
）
の
整
っ
た
当
時
の

地
方
寺
院
で
は
大
規
模
な
寺

院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
周
辺
に
お
い
て
平
成

十
三
年
に
行
わ
れ
た
府
道
和

束
井
手
線
拡
張
に
伴
う
調
査

で
は
、
東
西
二
十
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
七
本
の
柱
跡
が
、

ま
た
、平
成
十
四
年
に
は「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
」

の
建
設
に
と
も
な
う
事
前
調

査
に
お
い
て
、
奈
良
大
安
寺

創
建
期
の
瓦
を
焼
い
た
石
橋

 
瓦  
窯 
跡
（
栢
ノ
木
遺
跡
）
が

が 
よ
う

発
見
さ
れ
、
周
辺
一
帯
に
は

埋
蔵
文
化
財
が
ほ
か
に
も
多

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、

井
手
寺
の
中
心
的
な
建
物
の

礎
石
の
据
え
付
け
跡
や
建
物

の
基
壇
（
建
物
を
建
て
る
た

め
の
盛
り
土
を
し
た
土
台
）

が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
軒
先

の
「
雨
落
ち
（
地
面
が
侵
食

さ
れ
る
の
を
防
ぐ
石
敷
）」や
、

 
凝
灰 
岩
（
基
壇
を
装
飾
す
る

ぎ
ょ
う
か
い

石
材
）、屋
根
の
垂
木
に
取
り

付
け
装
飾
を
施
す
「 
垂
木
先 

た
る
き
さ
き

瓦
」、
昨
年
、
石
橋
瓦
窯
跡
に

お
い
て
も
発
見
さ
れ
た
、

「 
軒
丸 
瓦
」「

の
き
ま
る

 
軒
平 
瓦
」
な
ど

の
き
ひ
ら

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
凝
灰
岩
は
基
壇

を
装
飾
す
る
石
材
と
し
て
奈

良
時
代
の
大
寺
院
に
用
い
ら

れ
た
も
の
で
、
ま
た
垂
木
先

瓦
は
線
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
黄

や
緑
の
釉
薬
で
色
付
け
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
瓦
は
奈

良
の
大
寺
院
な
ど
数
ヶ
所
の

出
土
例
し
か
な
く
、
線
刻
を

ほ
ど
こ
し
彩
色
さ
れ
て
い
る

も
の
は
他
に
例
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
調
査
で
は
、
現

在
ま
で
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い

た
井
手
寺
の
位
置
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
南
都
七
大
寺
に

匹
敵
す
る
立
派
な
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
時

の
左
大
臣 
橘
諸
兄 
が
建
立

た
ち
ば
な
の
も
ろ
え

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
院
の

姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
と
も
な
い
二

月
一
日
（
日
）
に
現
地
調
査

説
明
会
が
行
わ
れ
、
今
回
の

発
掘
を
一
目
見
よ
う
と
東
京

や
岡
山
を
は
じ
め
全
国
各
地

か
ら
約
四
百
人
が
訪
れ
、
橘

諸
兄
の
時
代
に
思
い
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。
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寺院中心の伽藍を構成すると考えられる建物の柱跡

模様を線刻 し釉薬を使った「垂木先瓦片 」 小石が敷き詰められた「雨落ち」跡

寺院を取り囲んだ回廊と考えられる柱跡 出土した「軒丸瓦」

　１月２９日（木）、役場において、町内の豊かな自然を守ること
を目的とした「井手町豊かな緑と清流を守る検討委員会」が開
かれ、町長より委嘱状が委員一人ひとりに手渡されました。
　汐見町長は「本町では近隣市町にはなくなりつつある自然環
境を残しており町の貴重な財産であります。とりわけ自然環境
を守る取り組みにつきましては、環境保全条例やホタル保護条
例なども制定し、昨年１０月にはゲンジボタル保護等に関する委
員会も設置してきたところです」とあいさつ。
　委員会では、「今は木材の利用価値が下がり、植林や管理を
するのが難しい」「町の自然を
今後も大切にしたいと考えて
いるので応募しました。是非
３年間勉強したいです」、など
多くの意見が述べられました。
委員会は、今後３年間をかけ
て、町の自然について、現状
の把握をはじめ森林機能低下
の原因や整備の方法を検討す
る予定。
●井手町豊かな緑と清流を守る検討委員会委員（敬称略）
▽会長　柴田昌三（京都大学助教授）▽副会長　長谷川尚史
（京都大学大学院助手）▽委員　小川幸雄（井手財産区）、阪脇
治（多賀財産区）、大西敏彦（南部ゲンジボタルを守る会）、小
川俊雄（カジカガエル保護友の会）、辻井一彦（公募）、中坊睦
（公募）
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井手寺跡発掘調査

たくさんの人が現地説明会に訪れました
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井手町豊かな緑と清流を井手町豊かな緑と清流を守る検守る検討委員会討委員会

検討委員会の様子
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新春の青空へ放水

防火査察の様子

　

恒
例
の
井
手
町
消
防
団

（
村
田
吉
男
団
長
＝
団
員
二

百
五
十
人
）
に
よ
る
出
初
式

が
、
一
月
十
一
日
（
日
）
午

前
九
時
半
よ
り
泉
ヶ
丘
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

今
年
一
年
間
の
無
火
災
・
無

災
害
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
約
八

十
人
の
来
ひ
ん
を
は
じ
め
、

汐
見
町
長
の
出
席
の
も
と
整

然
と
し
た
分
列
行
進
か
ら
出

初
式
が
は
じ
ま
り
、
村
田
団

長
以
下
約
二
百
人
の
消
防
団

員
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手

分
署
員
十
五
人
に
続
き
、
ポ

ン
プ
車
等
十
五
台
も
入
場
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら

「
元
気
は
つ
ら
つ
な
分
列
行

進
を
拝
見
し
大
変
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
残
念

な
が
ら
火
災
ゼ
ロ
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
操
法
大
会
に

お
い
て
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

両
方
に
お
い
て
見
事
優
勝
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も

二
ヶ
月
余
り
に
及
ぶ
訓
練
の

た
ま
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
一
層
精
進
を
重

ね
、
安
心
・
安
全
な
消
防
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
村
田
団
長
か
ら

「
今
後
も
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
各
種
訓
練
に

精
進
し
、
住
民
が
安
心
・
安

全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訓
示
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、

優
良
消
防
団
員
の
表
彰
状
授

与
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
ひ
ん
か
ら
は
、
府
知
事

代
理
の
西
ヶ
花
府
田
辺
地
方

振
興
局
長
を
は
じ
め
植
田
光

雄
田
辺
警
察
副
署
長
、
二
木

町
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と

受
賞
者
を
代
表
し
て
篠
田
靖

明
第
二
分
団
副
分
団
長
か
ら
、

表
彰
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
一
分
団
の
消

防
団
員
と
井
手
分
署
員
に
よ

る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
冬

空
に
勢
い
よ
く
七
本
の
水
柱

が
上
が
り
、
出
初
式
は
緊
張

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
分
団
の
消
防

団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
は
、

谷
川
ホ
タ
ル
公
園
に
場
所
を

移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
敬
称
略
》

◎
（
財
）
京
都
府
消
防
協
会

表
彰

精
績
章　

篠
田
靖
明

精
勤
章　

岡
本
繁
雄　

村
田

昌
史　

村
田
和
幸　

脇
本
佳

彦◎
綴
喜
市
町
連
絡
協
議
会
長

表
彰

小
川
一
也　

田
中
靖
久　

小

川
祐
弘　

奥
田
俊
夫　
 

田

健
二

◎
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支

部
長
表
彰

西
島
友
和　

阿
部
治　

横
田

昌
秀　

寺
井
正
司　

藤
林
孝

幸　

石
田
昭
仁　

古
賀
太
志

岩
城
義
和　

山
本
正
一　

岳

野
政
和

◎
町
長
章

村
上
誠　

西
田
達
治　

木
村

多
加
志　

中
坊
学　

柴
田
昭

博　

小
嶋
孝
司　

河
野
裕
行

田
尻
秀
男　

八
木
昌
司　

奥

村
晃
司

◎
団
長
章

中
谷
忠
樹　

松
本
泰
治　

小

川
督　

前
田
恭
利　

乾
浩
朗

中
村
潤
吾　

藤
川
勝
也　

窪

田
幸
弘　

寺
村
幸
治　

山
本

光
則

◎
精
勤
章

小
岩
井
純　

高
山
大
士　

仁

木
崇　

岡
田
淳　

木
村
多
加

志　

森
田
肇　

小
川
督　

田

村
英
樹　

寺
井
佳
孝　

南
本

宏
昭　

林
幸
男　

辻
井
茂
弥

奥
田
明
男　

窪
田
雄
一　

塚

本
鉄
男　

木
田
昭
弘　

平
尾

宏
信　

窪
田
明
夫　
 

田
直

樹　

菱
本
嘉
昭　

横
田
秀
史

　

文
化
財
防
火
週
間
期
間
中

の
一
月
二
十
一
日
（
水
）、
町

教
育
委
員
会
と
井
手
分
署
は
、

町
内
に
あ
る
府
指
定
登
録
文

化
財
の
玉
津
岡
神
社
、
高
神

社
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

玉
津
岡
神
社
は
一
六
八
七

（
貞
亨
四
）年
に
建
て
ら
れ
た

本
殿
と
大
神
宮
社
が
、
高
神

社
で
は
一
六
〇
四（
慶
長
九
）

年
に
建
て
ら
れ
た
本
殿
が
、

そ
れ
ぞ
れ
府
指
定
登
録
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

査
察
で
は
、
町
職
員
と
分

署
員
ら
が
両
神
社
で
、
本
殿

を
中
心
に
、
火
災
警
報
装
置

や
防
火
設
備
の
管
理
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。
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ク
リ
ス
マ
ス
間
近
の
昨
年

十
二
月
十
一
日
（
木
）、
井
手

町
障
害
児
（
者
）
父
母
の
会

（
堀
み
ど
り
会
長
）主
催
に
よ

る
『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
が
井

手
小
学
校
で
行
わ
れ
、
参
加

し
た
児
童
や
生
徒
た
ち
は
ク

リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
存
分
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内

の
小
・
中
学
校
の
障
害
児
学

級
や
町
内
か
ら
養
護
学
校
に

通
う
児
童
や
生
徒
、
共
同
作

業
所
の
仲
間
た
ち
が
相

互
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

と
も
に
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
過
ご
そ
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
約
四

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
練
習
し
て
き
た
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
や
ダ

ン
ス
、
合
唱
な
ど
の
出
し
物

を
披
露
。
続
い
て
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
み
ん
な
で
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
味
わ
い

な
が
ら
歓
談
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

場
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
ク

リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。

サンタさんと記念撮影

　

全
国
体
育
指
導
委
員
連
合

よ
り
、
こ
の
た
び
三
十
年
の

体
育
指
導
委
員
勤
続
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
森
川
聡
さ
ん

（
北
区
）が
受
賞
の
報
告
の
た

め
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

森
川
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九

年
に
町
体
育
指
導
委
員
と
な

っ
て
以
来
、
町
の
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
努

め
ら
れ
現
在
も
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
指
導
に
あ
た
り
、

「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
も
、
京
都
国

体
・
高
校
総
体
の
大
会
役
員

も
つ
と
め
ら
れ
、
野
球
の
府

代
表
と
し
て
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
に
も
参
加
し
、
こ
れ

ら
三
十
年
に
わ

た
る
活
動
に
よ

り
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
川
さ
ん
は

「
元
気
だ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
が
で
き
る
の

で
は
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動

を
す
る
か
ら
、

元
気
で
い
ら
れ

る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
に
対

す
る
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

十
二
月
二
十
七
日
（
土
）、

町
老
人
ク
ラ
ブ
の 
午 
年
生
ま

う
ま

れ
の
有
志
ら
六
人
が
、
左
馬

ふ
れ
あ
い
公
園
に
腰
を
据
え

る
『
駒
岩
』
に
、
全
長
約
三

十
五
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ

大
し
め
縄
を
飾
り
付
け
ま
し

た
。

　

こ
の
飾
り
付
け
は
、
三
年

前
の
午
年
に
始
め
た
も
の
で
、

駒
岩
に
刻
ま
れ
た
「
左
馬
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

お
こ
し
に
つ
な
が
れ
ば
と
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
小

川
俊
雄
会
長
を
は
じ
め
、
午
年

生
ま
れ
の
町
老
連
役
員
ら
六
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
し
め
縄
は
、
有
志
ら
が

地
元
で
と
れ
た
餅
わ
ら
（
も
ち

米
の
わ
ら
）
を
使
っ
て
四
人
が

か
り
で
半
日
を
か
け
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
有
志
ら

は
、
は
し
ご
を
使
っ
て
岩
に
登

り
、
手
際
よ
く
し
め
縄
を
岩
全

体
に
巻
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
を
終
え
た
有
志
ら

は
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

椿
坂
が
出
来
て
か
ら
、
左
馬

を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ
た

の
で
、
き
れ
い
に
し
て
お
き

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

しめ縄をはる有志ら

表彰の謝辞を述べる
篠田靖明さん

あいさつをする
二木町議会副議長

あいさつをする汐見町長

訓示を行う村田団長

町長らによる閲団 分団行進

団旗に集合した分団旗・各部旗 表彰を受ける団員
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・
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手
分
署

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
���
��
��
�
	��


�
�
�


井手町消防団出初式井手町消防団出初式

森
川
聡
さ
ん

森
川
聡
さ
ん（
北
区
）

（
北
区
）がが

体
育
指
導
委
員
勤
続
表
彰
を
受
賞

　

体
育
指
導
委
員
勤
続
表
彰
を
受
賞

町長に報告をする森川さん（写真右）
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第
二
十
回
綴
喜
青
少
年
の

主
張
大
会
が
、
一
月
十
八
日

（
日
）、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
を

は
じ
め
、
八
幡
、
京
田
辺
、

宇
治
田
原
の
二
市
二
町
の
小

中
学
生
十
六
人
が
壇
上
に
立

ち
、
日
頃
学
校
生
活
な
ど
で

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
大
人

や
社
会
に
向
け
て
訴
え
た
い

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
綴
喜
地
区

青
少
年
問
題
連
絡
協
議
会

（
小
川
俊
雄
会
長
）の
主
催
で
、 「

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
一

員
と
し
て
自
覚
を
高
め
青
少

年
の
健
全
な
育
成
に
理
解
・

協
力
を
深
め
る
」
た
め
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
小

川
会
長
は
「
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
横
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

に
お
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
日
発
表

す
る
十
六
人
の
主
張

を
受
け
止
め
、
こ
れ

を
今
後
の
活
動
の
糧

に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

今
回
町
か
ら
の
参

加
者
は
、
井
手
小
学

校
六
年
芝
本
成
貴
く

ん
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
通
し
て
」、同

小
学
校
六
年
永
見
綾

太
く
ん
「
井
手
町
の
玉
川
」、

多
賀
小
学
校
六
年
村
田
麻
衣

さ
ん
「
ク
ラ
ス
が
変
わ
っ
た

　

」、泉
ヶ
丘
中
学
校
二
年
上

!!

島
慎
太
郎
さ
ん
「
平
和
に
つ

い
て
」
の
四
人
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
い
づ
み

太
鼓
「
左
馬
」
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

一
月
五
日
（
月
）、
井
手
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ

れ
て
い
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
れ
あ
い
」

（
船
越
裕
子
代
表
＝
十
四
人
）

が
役
場
に
訪
れ
、
汐
見
町
長

の
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
収
録

し
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
、
町
の
行

事
や
季
節
の
催
し
な

ど
の
情
報
を
『
声
の

広
報
』
と
し
て
収
録

し
、
そ
の
テ
ー
プ
を

町
内
の
目
の
不
自
由

な
方
や
希
望
者
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
サ
ー
ク

ル
の
メ
ン
バ
ー
ら
に

よ
っ
て
広
報
い
で
を

も
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
収

録
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
年
頭
の
一
月
号
は
町
長
さ

ん
の
生
の
声
で
」
と
毎
年
収

録
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
議
会
棟
本
会
議

場
に
録
音
機
材
が
持
ち
込
ま

れ
、
汐
見
町
長
の
新
年
の
あ

い
さ
つ
を
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
十
五
日
（
木
）、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で

「
左
義
長
（
と
ん
ど
）」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、山
背
古
道
探
検
隊（
中

津
川
敬
朗
隊
長
）
と
井
手
町

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護
友
の
会

（
小
川
俊
雄
会
長
）に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
。

　

今
回
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
一

般
の
参
加
者
を
は
じ
め
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

や
玉
川
保
育
園
の
園
児
ら
約

七
十
人
が
参
加
。
セ
ン
タ
ー

横
の
空
き
地
に
用
意
さ
れ
た

と
ん
ど
の
や
ぐ
ら
は
、
近
く

の
竹
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た

竹
を
使
い
、
高
さ
約
七
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
も
の
が
準
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
し
め
縄

な
ど
の
正
月
飾
り
や
玉
川
保

育
園
児
が
願
い
を
込
め
て
書

い
た
「
絵
」
な
ど
を
や
ぐ
ら

に
取
り
付
け
、
園
児
ら
の
代

表
に
よ
り
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

　

炎
が
燃
え
上
が
る
と
参
加

者
た
ち
は
声
を
上
げ
て
見
上

げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
で
は
山
背
古
道
探
検
隊
の

皆
さ
ん
手
づ
く
り
の
「
ぜ
ん

ざ
い
」「
小
豆
粥
」
な
ど
に
舌

鼓
を
打
ち
今
年
一
年
の
無
病

息
災
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

���������	

　気分が憂鬱で何をするのもおっ
くう、食事がおいしくない、睡眠
が十分に取れない、不安感や焦る
気持ちが強い、生きていることが
申し訳なく感じる、などの状態を
「うつ状態」といいます。
　ストレスだらけの現代社会では、
うつは「こころの風邪」ともいえ
るほど、誰もが陥りやすい状態と
いえます。新生活をスタートさせ
た学生や社会人一年生が緊張感が
緩み、新生活が慣れたところに漠
然とした不安感ややる気のなさに
襲われる、いわゆる「五月病」は
皆さんもご存知でしょう。
　ただし、うつは放っておけば自
然に治るものから、専門的な治療
を必要とする重症のものまで、様
々なタイプがあります。"風邪は万
病のもと"と昔から言われていま
す。「こころの風邪」も軽いうち
に受診して治しましょう。

　

一
月
八
日
（
木
）、
多
賀
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
西
田
勝
会
長
）の
新
年
総
会

が
賀
泉
苑
で
開
か
れ
、
米
寿

（
八
十
八
歳
）を
迎
え
る
十
六

人
、
喜
寿
（
七
十
七
歳
）
を

迎
え
る
二
十
四
人
に
そ
れ
ぞ

れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ
と

昼
食
を
囲
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
二
部
と
し
て
行

わ
れ
た
芸
能
発
表
で
は
、
各

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
ら
が

日
頃
練
習
を
重
ね
た
、
手
品

や
コ
ー
ラ
ス
、
日
本
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
。
こ

の
中
で
招
待
を
受
け
た
多
賀

保
育
園
児
た
ち
は
、
オ
ペ
レ

ッ
タ
「
笠
地
蔵
」
を
熱
演
し

た
あ
と
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
」「
青
い
山
脈
」
を
協

議
会
の
役
員
ら
と
コ
ー
ラ
ス

で
歌
い
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
山
背
古
道
は
魅
力
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
回
は
青

谷
梅
の
里
を
会
場
に
し
て
、

梅
ま
つ
り
会
場
な
ど
梅
に
ゆ

か
り
の
風
物
を
巡
る
コ
ー
ス
。

　

歩
く
距
離
は
約
四
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
Ｊ
Ｒ
青
谷
駅

を
ス
タ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
地

点
の
中
村
会
館
ま
で
、
イ
ベ

ン
ト
マ
ッ
プ
を
片
手
に
ク
イ

ズ
や
ス
タ
ン
プ
に
挑
戦
。
ゴ

ー
ル
会
場
で
は
、
カ
ル
タ
づ

く
り
の
ほ
か
、
記
念
品
の
進

呈
や
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
い

た
し
ま
す
。

●
日
時　

三
月
十
四
日（
日
）

雨
天
決
行
・
荒
天
時
中
止

　

午
後
〇
時
半
〜
四
時
半

（
受
付：

午
後
〇
時
半
〜
一

時
半
）

●
場
所　

城
陽
市
（
Ｊ
Ｒ
山

城
青
谷
駅
〜
中
村
会
館
）

●
受
付　

山
城
青
谷
駅
前
広

場
（
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
山
城
青
谷

駅
南
側
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
往
復
は
が
き
、
電
子
メ

ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
※
参
加
者
全
員
の
名
前

と
電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い

●
締
切　

三
月
五
日
（
金
）

●
申
込
先　

城
陽
市
役
所
産

業
活
性
課

　

〒
六
一
一
―
〇
一
九
五　

城
陽
市
寺
田
東
ノ
口
一
六
・

一
七

　

電
話
〇
七
七
四
―
五
六
―

四
〇
一
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四
―
五
六

―
三
九
九
九

　

Ｅ
メ
ー
ルsan

g
y
o
@
cit

y.joyo.kyoto.jp

●
主
催　

山
背
古
道
推
進
協

議
会

●
共
催　

山
背
古
道
探
検

隊
・
青
谷
梅
小
町
の
会

●
後
援　

城
陽
市
観
光
協

会
・
歴
史
街
道
推
進
協
議
会

とんどの様子

昨年作成された「かるた」おじいさん、おばあさんと歌を披露

新年のあいさつが収録されました

１６人の弁士たち

いづみ太鼓左馬の演奏も行われました
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　　　　　　　　　　　　　　　　 ※内容は一部抜粋・要約しています 　　　　　　　　　　　　　　　　

井手小学校６年　芝本　成貴くん「バスケットボールを通して」
　ぼくは、今ミニバスケットボールのチームに入っています。チームの名前は、ＩＤＥ
ミニバスケットボールクラブです。ぼくのお父さんもバスケットをやっていてとてもう
まかったそうです。お父さんは何でもできるから、とてもそんけいしています。チーム
は試合や合宿で色々な所へ行っています。合宿では毎日朝早く起きて厳しい練習をして
います。夢は、中学校や社会人のバスケットチームに入って活躍してアメリカのＮＢＡ
選手になることです。ぼくは今、日本人初のＮＢＡ選手を目指している田臥勇太選手が
あこがれです。一生けん命に練習をして、田臥選手のようになるために、体力や技術面
だけでなく、精神的な面もきたえていきたいです。

多賀小学校６年　村田　麻衣さん「クラスが変わった！！」
　私の学校は人数が少なくて、どの学年もみんなひとクラスです。いまふりかえってみ
ると、１年生や２年生のときは仲間はずれなどなかったのに３年生になったころから、
少し友だちの関係が悪くなってきました。クラスはグループに分かれていて、グループ
以外の人とはあまり話をしませんでした。６年生は小学校の中で一番大きい学年です。
６年生がよくないことをしていると下の学年もまねをするようになります。私たちのク
ラスではなんどもなんども話し合いをしました。話し合いの時には自分がやっていたこ
とを反省したり、こうかいしている人がたくさんいました。話し合いを続けているうち
に少しずつクラスが変わってきました。私はこれからもわる口を言ったり人のいやがる
ことなどをしないでみんなとたすけ合い、明るく元気なクラスにしたいと思います。

井手小学校６年　永見　綾太くん「井手町の玉川」
　僕の住んでいる井手町には、玉川があります。お父さんが子どものころは、とても水
がきれいだったそうです。でも今は、ザリガニくらいしか生き物はいなくて水はにごっ
ています。洗剤が流れ始めたころに下水道を作っておけば今は結構きれいな川だっただ
ろうと思いました。日本には、六個の玉川があってそのうちの一つということも分かり
ました。すごい川が井手町にはあるんだなあとおどろきました。玉川は川の下に線路が
あって、そこを電車が通っていて不思議に思っていました。玉川のことを調べたりして
どんな川なのかを勉強したけれど、使った水を流して地球が悪くなると思うとなんだか
責任を感じます。僕もゴミを捨てたり汚い水を流したりしないように心がけていきます。
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泉ヶ丘中学校２年　上島　慎太郎さん「平和について」
　地球上のどこかで今も続いている争い事は人間本来の心を無くしてしまっていると思
います。僕は夏休みにある本を読んで感心しました。その本は小川未明の「野ばら」と
いう本です。この本に出てきた大きな国の老兵士と小さな国の青年兵士の間に生まれる
自然な心のつながりは、今の世の中にとってとても必要とされるものだと思います。正
直で親切で一生懸命で、相手を思いやる気持ちを持つ心。僕も日常生活の中で「心のつ
ながり」を感じることがありました。僕はバスケットボール部に所属をしていて、３年
生が引退した後、部員は４人になりました。「４人で練習かあ」と思っていると、引退
した先輩が毎日練習に付き合ってくれました。また、先日の郡の新人大会にも先輩たち
は応援に来てくれました。この僕たちのチームに先輩たちが応援や指示をしてくれたの
は、人としての心のつながりがあったからです。ぼくは、部活の練習で追いこまれたり、
たとえ戦争が起こって命が危険にさらされたりした時も、心にゆとりを持って相手のこ
とを思いやれたら、自分も周りの者も幸せな気分で平和な生活ができると思います。
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私
の
冬
休
み
は
十
二
月

二
十
四
日
の
職
場
の
仲
間

達
と
の
楽
し
い
夕
食
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
は
じ
め
て
日
本
の
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー

キ
よ
り
程
よ
い
甘
さ
で
お

い
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

わ
た
し
の
冬
休
み
の
は
じ

ま
り
を
祝
う
か
の
よ
う
な

す
ば
ら
し
い
日
で
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、
と

て
も
暖
か
い
日
だ
っ
た
の

で
最
初
に
私
は
清
水
寺
に

行
き
ま
し
た
。
清
水
寺
で

お
守
り
を
買
い
、
湧
き
出

て
い
る
水
で
の
ど
を
潤
し
、

美
し
い
寺
院
や
景
色
を
写

真
に
収
め
ま
し
た
。
清
水

寺
は
美
し
い
寺
院
で
好
き

な
場
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

清
水
寺
に
行
っ
た
後
、
南

禅
寺
の
金
地
院
に
歩
い
て

行
き
ま
し
た
。
金
地
院
も
ま

た
美
し
い
寺
院
で
あ
り
、
つ

る
か
め
庭
園
や
方
丈
は
日
本

的
な
雰
囲
気
の
漂
う
場
所
で

し
た
。
そ
の
金
地
院
の
歴
史

を
知
っ
て
私
は
驚
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
金
地
院
は
約
千
四

百
年
前
に
建
て
ら
れ
た
寺
院

で
あ
り
、
京
都
で
起
こ
っ
た

多
く
の
火
災
や
戦
い
を
く
ぐ

り
ぬ
け
て
き
た
建
物
で
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
金
地
院
は
六

百
歳
で
あ
る
と
考
え
る
と
本

当
に
び
っ
く
り
で
す
。

　

金
地
院
を
見
学
し
た
あ
と
、

三
条
ま
で
歩
い
て
い
る
と
祇

園
で
う
る
し
に
つ
い
て
勉
強

を
し
て
い
る
芸
術
コ
ン
サ
ベ

イ
ダ
ー
の
友
人
と
偶
然
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
私
た

ち
は
焼
き
鳥
を
食
べ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
日
本
食
を
食

べ
た
の
は
今
年
が
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
私
に
は
日
本
で
過

望
み
ま
す
。
今
年
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
お
知
ら
せ

　

二
月
四
日
よ
り
成
人
向

け
英
会
話
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

英
語
を
身
近
な
も
の
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
教
室
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

向
け
と
中
級
者
向
け
の
二

コ
ー
ス
を
設
け
、
全
く
初

め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で

す
。
さ
あ
、
は
じ
め
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

お
申
し
込
み
は
井
手
町

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
八
二
―
四
三
三
三
）ま
で
。

両
コ
ー
ス
と
も
定
員
二
十

名
程
度
と
し
ま
す
の
で
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
十
一
日
の
夜
に
大
き
な
パ

ー
テ
ィ
ー
に
行
き
、
元
旦
は

家
で
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
す
。

日
本
の
お
正
月
は
よ
り
よ
い

も
の
で
し
た
。

　

私
は
井
手
町
に
住
ん
で
い

る
中
学
校
の
先
生
の
家
で
家

族
の
人
達
、
友
人
と
お
正
月

を
過
ご
し
ま
し
た
。
元
旦
の

朝
、
家
で
お
せ
ち
料
理
と
い

う
日
本
の
伝
統
的
な
朝
食
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て

も
お
い
し
い
料
理
で
す
。
食

事
の
後
、
私
た
ち
は
新
年
を

歓
迎
す
る
た
め
に
玉
津
岡
神

社
に
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

天
気
の
良
い
清
々
し
い
日
で
、

神
社
に
は
多
く
の
人
が
新
年

の
お
参
り
に
来
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
午
後
、
私
た
ち
は

み
ん
な
で
三
重
県
の
白
山
町

の
温
泉
に
で
か
け
、
旅
館
に

つ
い
た
私
た
ち
は
荷
物
を
預

け
早
速
温
泉
に
入
り
に
い
き

ま
し
た
。
私
は
日
本
の
温
泉

ご
す
最
初
の
お
正
月
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。
新
年
の
お
祝

い
の
し
か
た
は
ア
メ
リ
カ
と

を
愛
し
て
い
ま
す
。
温
泉
は

私
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

温
泉
に
入
っ
た
あ
と
、
お
い

し
い
食
事
を
頂
き
、
新
年
早

々
す
ば
ら
し
い
一
日
で
し
た
。

　

次
の
日
の
朝
、
温
泉
に
再

び
入
り
ま
し
た
。
温
泉
は
私

た
ち
に
清
々
し
い
朝
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
井
手
町
に
戻
り
ま
し
た

が
、
お
正
月
は
ま
だ
終
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
近
所

の
人
に
誘
わ
れ
て
残
り
の
二

日
を
そ
の
人
の
家
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
最
初
の
日
本
の
お
正

月
は
た
く
さ
ん
の
人
達
の
お

か
げ
で
こ
れ
ま
で
体
験
し
た

新
年
パ
ー
テ
ィ
ー
よ
り
と
て

も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
み

な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
お
正

月
を
す
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

み
な
さ
ん
が
楽
し
い
お
正
月

を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
を
私
は

日
本
で
は
大
き
く
違
っ
た
も

の
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
十
二
月

　

一
月
十
二
日
（
月
）、
井
手

町
成
人
式
が
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
今

年
成
人
式
を
迎
え
た
男
性
六

十
三
人
と
女
性
四
十
六
人
、

合
わ
せ
て
百
九
人
が
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
汐
見
町
長
を
は

じ
め
、
二
木
町
議
会
副
議
長
、

宮
本
町
選
挙
管
理
委
員
長
、

町
議
会
議
員
、
各
区
長
、
各

関
係
団
体
の
役
員
な
ど
約
七

十
人
の
方
々
が
来
ひ
ん
と
し

て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
丸
山
教
育
委

員
長
が
「
井
手
町
の
明
日
を

担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
と
本

日
の
喜
び
を
共
に
分
か
ち
合

い
、
今
変
化
の
激
し
い
社
会

に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
資

質
や
能
力
を
身
に
付
け
、
将

来
を
通
じ
て
自
分
を
磨
き
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力

を
養
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
汐
見
町
長
か
ら
「
本
日

行
わ
れ
て
い
る
成
人
式
は
皆

さ
ん
に
と
っ
て
通
過
点
で
す
。

自
覚
を
持
ち
た
く
ま
し
く
社

会
の
一
員
と
し
て
次
の
三
つ

の
こ
と
に
挑

戦
し
て
く
だ

さ
い
。
一
つ

目
は
新
し
い

こ
と
に
挑
戦

し
て
く
だ
さ

い
、
二
つ
目

は
友
人
を
大

切
に
し
友
情

を
深
め
て
く
だ
さ
い
、
三
つ

目
は
井
手
町
で
行
わ
れ
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
を
し

て
下
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
来

ひ
ん
を
代
表
し
て
二
木
町
議

会
副
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
新
成
人
を
代
表

し
て
、
実
行
委
員
の
森
島
宏

幸
さ
ん
（
北
区
）
が
「
成
人

を
迎
え
た
私
た
ち
は
、
旺
盛

な
好
奇
心
を
持
っ
て
失
敗
を

恐
れ
ず
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
少
し
ず
つ
自
分
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
力
強
く
成
人
の
誓

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
実
行
委
員
会

主
催
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
時

代
の
恩
師
か
ら
当
時
の
思
い

出
話
し
や
励
ま
し
の
言
葉
を

受
け
た
り
、
賞
品
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
新
成
人
に
選
挙
へ
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
開

式
前
に
実
際
の
選
挙
と
同
じ

手
順
で
模
擬
選
挙
を
実
施
し
、

新
成
人
た
ち
は
『
総
理
大
臣

を
選
ぶ
な
ら
誰
が
い
い
か
』

を
、
四
人
の
候
補
者
「
高
橋

尚
子（
マ
ラ
ソ
ン
選
手
）」「
星

野
仙
一（
前
阪
神
監
督
）」「
倉

木
麻
衣
（
歌
手
）」「
松
井
秀

喜
（
プ
ロ
野
球
選
手
）」
の
中

か
ら
選
ん
で
投
票
し
ま
し
た
。

　

投
票
結
果
は
有
効
投
票
六

十
八
票
の
う
ち
、
星
野
仙
一

が
五
十
二
票
を
獲
得
し
て

『
当
選
』
を
果
た
し
ま
し
た
。

模擬投票を行う新成人

　

ま
ち
の
花
と
し
て
親
し
ま

れ
、
毎
年
五
月
頃
に
た
く
さ

ん
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る

�
ヤ
マ
ブ
キ�
を
多
賀
地
区

で
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

二
月
一
日
（
日
）
多
賀
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
西
田
勝
会
長
）、
多
賀
小
学

校
「
緑
の
少
年
団
」、
南
部
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
を
守
る
会
（
大

西
敏
彦
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー

ら
三
十
人
が
ヤ
マ
ブ
キ
の
苗

木
三
十
五
株
を
南
谷
川
周
辺

に
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
谷
川
ほ
た
る
公

園
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
ら

は
、
公
園
周
辺
の
南
谷
川
沿

い
に
、
添
え
木
を
し
て
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。
ヤ
マ
ブ
キ

を
植
え
た
児
童
は
、「
早
く
春

に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
花

を
咲
か
せ
て
欲
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
九
日
（
金
）
に
井
手

小
学
校
で
、
町
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
（
北
澤
政
子

会
長
）
に
よ
る
料
理
教
室
が

行
わ
れ
、
六
年
生
二
十
九
人

が
家
庭
科
の
授
業
で
料
理
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
教
室
は
、
京
都

府
が
三
年
計
画
で
進
め
る

『
未
来
く
ん
の
食
生
活
支
援

事
業
』
を
受
け
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
料

理
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
『
朝
食
を
食
べ

よ
う
』
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

食
改
さ
ん
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
「
豚
肉
と
し
め

じ
の
味
噌
お
じ
や
」「
フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
メ
ニ
ュ

ー
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
食
改
さ
ん

か
ら
手
順
を
教
え
て
も
ら
い
、

お
ぼ
つ
か
な
い
包
丁
さ
ば
き

な
が
ら
も
、
一
生
け
ん
命
レ

シ
ピ
を
見
な
が
ら
料
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
作
っ
た
料
理
を

み
ん
な
で
試
食
し
、
食
改
さ

ん
と
児
童
た
ち
は
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
く
食

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
井
手
町
定
例
町
議
会

は
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
町
議
会
で
は
、
五
人

の
議
員
か
ら
計
九
件
の
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
年
度

井
手
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
二
十
二
件
の
議
案
、
報
告
一

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
い
ず
れ

も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
十
二
月
定
例
町
議
会

で
可
決
成
立
し
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
提
出
議
案

▼
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、
多
賀

地
区
簡
易
水
道
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
、
公
共
下
水
道
」
歳
入
歳

出
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
十
四
年
度
井
手
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
十
四
年
度
井
手
町
井
手
財

産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

▼
平
成
十
四
年
度
井
手
町
多
賀
財

産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の

件▼
京
都
府
自
治
会
館
管
理
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
京
都
府
自
治
会
館
管
理

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
自
治
会
館
管
理
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
京
都
府
自
治
会
館
管
理

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
京
都
府
市
町
村
交

通
災
害
共
済
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▼
京
都
府
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
加
及
び
京
都
府
市
町
村
交

通
災
害
共
済
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▼
京
都
府
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京
都

府
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
京
都

府
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京
都

府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管

理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
京
都

府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管

理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
京
都
府
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
加
及
び
京
都
府

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
回
）

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
三
回
）

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
多
賀

地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
回
）

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
回
）

▼
平
成
十
五
年
度
井
手
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
回
）

▼
財
産
取
得
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件

◎
報
告

▽
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

教室の様子

元気に育ちますように
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井
手
小
で
料
理
教
室

井
手
小
で
料
理
教
室 

１２月１２ 月
定例町議会定例町議会
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有志らが南谷川で山吹植え
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よ
い
し
ょ
〜
よ
い
し
ょ
〜

　
「
見
つ
め
よ
う
私
た
ち

の
歴
史
、
育
て
よ
う
私
た

ち
の
文
化
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る

解
放
文
化
祭
は
、
一
九
八

六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
に

「
先
人
た
ち
の
苦
闘
・
苦
難

の
歴
史
や
文
化
的
伝
統
遺
産

か
ら
学
び
、
誇
り
う
る
文
化

を
創
造
し
、
文

化
活
動
を
通
じ

て
同
和
問
題
を

解
決
し
て
い
く

た
め
、
部
落
解

放
へ
の
教
育
や
地
域
に
お
け

る
文
化
の
進
展
を
図
り
、
人

権
交
流
セ
ン
タ
ー（
隣
保
館
）

や
児
童
館
の
取
り
組
み
を
発

表
す
る
場
」
と
し
て
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

解
放
文
化
祭
も
十
八
回
を

数
え
、
昨
年
は
記
念
講
演
と

し
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
看

護
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
元

国
立
療
養
所「
長
島
愛
生
園
」

看
護
部
長
の
押
目
美
恵
子
さ

ん
を
講
師
に
招
き
「
二
十
一

世
紀
に
伝
え
る
人
権
の
原

点
・
人
の
命
の
大
切
さ『
絶
望

の
淵
に
生
き
た
人
々
か
ら
学

ぶ
』
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
地
元
バ
ン

ド
演
奏
、
町
内
三
保
育
園
児

に
よ
る
舞
台
発
表
、大
正
琴
・

マ
ン
ド
リ
ン
等
の
演
奏
、
演

歌
舞
踊
、
太
極
拳
等
の
披
露
、

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
・
児
童

館
で
取
り
組
ん
で
い
る
教
室

や
小
・
中
学
校
等
の
作
品
も

展
示
さ
れ
地
区
内
外
を
は
じ

め
数
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

開
催
に
つ
い

て
は
、
い
ま
ま

で
二
日
間
の
開

催
で
あ
っ
た
も

の
を
、
昨
年
よ

り
中
身
は
そ
の
ま
ま
に
一
日

間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
解
放
文
化
祭
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

解
放
文
化
祭
を
通
し
て

「
人
権
」
に
つ
い
て
の
理
解

第　

回
井
手
町
解
放
文
化
祭
の
日
程
決
ま
る

１８

と
認
識
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
実
行
委
員
が
知
恵

を
し
ぼ
っ
て
本
年
も
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
物
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

三
月
十
四
日

（
日
）午
前
十
時
〜
午
後
三

時
半

同
和
問
題
の
解
決
を 　
　

　
　
　
　
 
み
ん
な
の
手
で

昨年の様子（フルート演奏）

昨年の様子（マンドリン演奏）

ま
し
た
。

　

こ
の
餅
つ
き
は
、
で
き
上

が
っ
た
お
餅
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
い
で
の
里
」
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

井
手
共
同
作
業
所
な
ど
に
配

っ
て
防
火
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
防

火
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
。

　

こ
の
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
五
十
二
人
を

は
じ
め
、
い
づ
み
保
育
園
児

十
三
人
、
町
消
防
団
員
二
十

五
人
、
井
手
分
署
員
五
人
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
十

五
人
が
参
加
し
て
餅
つ
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
も
ち
米
六
十
キ

ロ
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
消
防
団
員
ら
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
杵
を
振
り

下
ろ
し
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い

し
ょ
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の

か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
一

生
け
ん
命
お
餅
を
つ
い
て
い

ま
し
た
。
つ
き
終
わ
っ
た
お

餅
は
さ
っ
そ
く
丸
め
ら
れ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
共

同
作
業
所
な
ど
に
つ
き
た
て

の
お
餅
を
配
り
、
訪
問
先
で

子
ど
も
た
ち
は
手
話
を
交
え

て
歌
を
披
露
し
、
年
末
・
年

始
の�
火
の
用
心�
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

◎
区
間
賞

一
区
（
二
・
七
㎞
）

　

脇
本
篤
志
（
東
部
区
）

二
区
（
三
・
二
㎞
）

　

藤
林
忠
宣
（
上
井
手
区
）

三
区
（
二
・
一
㎞
）

　

中
坊
達
郎
（
泉
ヶ
丘
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）

四
区
（
二
・
五
㎞
）

　

井
上
達
也
（
井
手
小
学
校

教
職
員
Ａ
）

五
区
（
二
・
四
㎞
）

　

西
島
楠
博
（
役
場
ラ
ン
ナ

ー
ズ
）

訪
問
先
で
は
歌
を
披
露

　

昨
年
十
二
月
十
七
日（
水
）、

井
手
町
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
と
町
消
防
団

（
村
田
吉
男
団
長
）、
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
西
島
隆
三
会

長
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
玉

川
保
育
園
園
庭
で
恒
例
の

「
年
末
防
火
餅
つ
き
」を
行
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
春
を
迎
え
、
一
月
十
八

日
（
日
）、
恒
例
と
な
っ
た
井

手
町
体
育
協
会
（
奥
田
武
彦

会
長
）
主
催
の
第
十
二
回
町

民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と
第
十

九
回
町
民
駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
、
発
着
点
の
自
然
休
養
村

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
は
約
三
百

人
の
参
加
者
が
、
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
解
消
と
健
脚
を
競

お
う
と
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
開
会
式
の
あ
と
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
多
賀
地

区
内
の
二
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者

は
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消

と
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
と
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
九
回
目
と
な
る
町
民
駅

伝
大
会
は
、
区
選
抜
や
町
内

の
企
業
チ
ー
ム
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
な
ど
か
ら
十
九
チ
ー
ム

九
十
五
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

　

ス
タ
ー
タ
ー
の
号
砲
を
合

図
に
、
第
一
区
の
走
者
が
一

斉
に
飛
び
出
し
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　

駅
伝
は
自
然
休
養
村
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し

て
府
道
上
狛
城
陽
線
を
南
下
、

山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
や
Ｊ

Ｒ
玉
水
駅
を
経
て
南
区
の
端

で
折
り
返
し
、
再
び
山
城
勤

労
者
福
祉
会
館
を
経
て
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
く
る
、

町
内
一
周
五
区
間
一
二
・
九

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
競
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
場
選
手
は
、
沿
道
か
ら

「
が
ん
ば
れ
！
」と
大
き
な
声

援
と
拍
手
を
受
け
な
が
ら
、

全
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
次
の

ラ
ン
ナ
ー
に
タ
ス
キ
を
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
駅
伝
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
地
区
の
部
】

①
上
井
手
区
＝
五
二
分
五
〇

秒
②
東
部
区
③
北
区
④
西
部

区【一
般
の
部
】

①
井
手
小
学
校
教
職
員
Ａ
＝

五
三
分
一
〇
秒
②
役
場
ラ
ン

ナ
ー
ズ
③
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ

モ
ア
近
畿
支
店
④
井
手
小
学

校
教
職
員
Ｂ
⑤
中
良
フ
ァ
ミ

リ
ー

【
中
学
生
以
下
の
部
】

①
井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ａ
＝
五

五
分
一
〇
秒
②
泉
ヶ
丘
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
③
泉
ヶ

丘
中
学
校
野
球
部
Ａ
④
Ｉ
Ｄ

Ｅ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ａ
⑤
泉
ヶ
丘
中
学
校
野
球
部

Ｂ
⑥
泉
ヶ
丘
中
学
校
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
⑦
Ｉ
Ｄ

Ｅ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｂ
⑧
多
賀
キ
ン
グ
ス
⑨
井
手

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ｂ
⑩
井
手
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
Ｃ

元気にスタートです（ジョギング大会）

見事２連覇の上井手区チーム

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
��
����
�
�
�

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
防
火
餅
つ
き

��������	�
���������������	��
�����
��������������

第１２回町民ジョギング大会・第１９回町民駅伝競走大会

表① 平成１６年度住民税申告相談日

場　　所時　間月　日区 名

玉水公民館
午前９時から
午後３時　　

３月１日玉水

水無公民館〃３月２日水無・高月

上井手区公民館〃３月３日上井手

石垣区公民館〃３月４日石垣

玉川会館〃３月５日北

山吹会館〃３月８日南

ＪＡ京都やましろ
井手町支店

〃
３月９日
３月１０日

東西
北部

南部公民館〃３月１１日南部

宝蔵院
午前９時半
から１１時半

３月１２日有王

※上記のとおり申告相談を行いますので、印鑑を忘れずに
　ご持参ください。

・
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
等
の
収

入
。

【
雑
所
得
】

・
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し

付
け
た
お
金
の
利
子
。

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
）
の

収
入
。

【
給
与
所
得
】

・
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

◎
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

二
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
三

月
十
五
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
宇
治
税
務

署
で
は
、
二
月
二
十
二
日

（
日
）・
二
十
九
日
（
日
）
の

二
日
間
は
確
定
申
告
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◎
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

《
納
税
相
談
》

●
日
時　

二
月
二
十
七
日

（
金
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時

※
受
け
付
け
の
締
め
切
り
は
、

午
後
三
時
で
す
。

●
場
所　

役
場
三
階
会
議
室

※
毎
年
、
申
告
期
限
が
間
近

《
確
定
申
告
の
受
付
は 

 
二
月
十
六
日（
月
）か
ら
》

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準

備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の

み
な
さ
ん
自
ら
が
一
年
間

の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、

申
告
・
納
税
す
る
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
申
告
し

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
た
り
、
間
違
っ
た
申
告

を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、

一
年
間
の
収
入
を
も
う
一

度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

主
な
収
入
・
所
得
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
不
動
産
所
得
】

・
農
地
や
空
き
地
を
駐
車

場
と
し
て
貸
し
た
場
合
の

収
入
。

に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
十
分
な

ご
相
談
が
で
き
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
は
お
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

《
住
民
税
の
申
告
相
談
は 

 
三
月
一
日（
月
）か
ら
》

　

住
民
税
の
申
告
受
付
は
、

町
職
員
が
各
地
区
に
出
張

し
て
受
付
を
行
い
ま
す
。

日
程
は
表
①
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
二
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
（
月
）
で
す
。

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が

な
け
れ
ば
、
課
税
証
明
や

所
得
証
明
書
の
交
付
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

住
民
税
の
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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★
返
却
す
る
視
聴
覚
資
料
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
い

で
下
さ
い

主
な
新
着
資
料
の
紹
介
２
月

《
一
般
書
》

「
結
婚
の
条
件
」　

森
村
誠
一

「
残
花
亭
日
暦
」　

田
辺
聖
子

「
ミ
ル
キ
ー
」　
　

林
真
理
子

「
看
守
眼
」　
　
　

横
山
秀
夫

「
父
の
縁
側
、私
の
書
斎
」

　
　
　
　
　
　
　
　

壇
ふ
み

「
密
事
」　
　
　
　

藤
田
宜
永

《
児
童
書
》

「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
荘
に

や
っ
て
き
た
ワ
ニ
」

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

「
鹿
よ 
お
れ
の
兄
弟
よ
」

　
　
　
　
　
　
　

神
沢
利
子

「
セ
ブ
ン
ス
タ
ワ
ー
３
」

ガ
ー
ス
・
ニ
ク
ス

☆
開
館
日

火
曜
日
〜
日
曜
日

☆
開
館
時
間

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月　

２
・
９
・　

・　

・

１１

１６

　

・　

日

２３

２６

３
月　

１
・
８
・　

・　

・

１５

２０

　

・　

・　

日

２２

２５

２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、

１
週
間

★
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い

３
月　

日
（
土
）

１３

午
後
１
時
半
か
ら

★
子
ど
も
映
画
会

２
月　

日
（
土
）

２８

３
月　

日
（
土
）

２７

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
か
ら

１０

★
親
と
子
の
絵
本
の
会

２
月　

日
（
土
）

２１

３
月　

日
（
土
）

２７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

★
人
形
劇

２
月　

日
（
火
）

２４

午
前　

時　

分
か
ら

１０

２０

場
所：

玉
川
保
育
園

公
演：

人
形
劇
団
ぷ
く
ぷ
く

　

パ
ソ
コ
ン
は
難
し
い
も
の
、

操
作
で
き
な
い
も
の
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

見
て
、
触
れ
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
。
色
々
な
資

料
や
機
材
を
用
意
し
て
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日
時　

二
月
二
十
五
日

（
水
）午
後
一
時
半
か
ら
三
時

半●
場
所　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

●
対
象　

井
手
町
在
住
の
障

害
者
及
び
そ
の
家
族
、
関
係

者●
受
講
人
数　

五
名
程
度

（
見
学
は
自
由
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

※
二
月
十
八
日
（
水
）
締
め

切
り
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
先
着
順
）

●
お
問
い
合
わ
せ　

障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
電
話
〇
七
五
―
九
七
二
―

二
八
八
〇
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五

���
������
����

���
���

��������� � � � �
��

��

２月１８日
３月３日

２月２６日
３月１１日３月１２日２月２７日２月２４日２月２５日２月１７、２０、２４、２７日

３月２、５、９、１２日
����������
��������

２月２５日
３月１０日

２月１８日
３月３日３月５日２月２０日２月１７日３月１０日２月１６、１９、２３、２６日

３月１、４、８、１１日
� � �
���������	


２月２５日
３月１０日

２月２６日
３月１１日３月１２日２月２７日２月２４日３月１０日２月１６、１９、２３、２６日

３月１、４、８、１１日
��������
� � �

２月１８日
３月３日

２月１９日
３月４日３月５日２月２０日３月２日２月２５日２月１７、２０、２４、２７日

３月２、５、９、１２日��������

ごみ収集日程表 （２月３週～３月２週）
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���������	
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� � � � � � � � 	 � � � 
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　参加を希望されるひとり親家庭の方は、ハガキに次の項目を記入
し、田辺保健所に申し込んでください。
　なお、希望者が多い場合は参加していただけない場合があります
ので、ご了承ください。
●日時　平成１６年３月２１日（日）午前１０時３０分～午後２時３０分
●場所　京都テルサ（京都市南区東九条下殿田町７０）
●主催　京都府、京都府母子寡婦福祉連合会、
　　　　京都府民生児童委員協議会
●内容
・お祝いの会（知事と一緒に親子でミニゲーム等、記念品贈呈）
・レクリエーション（ミニ運動会）
・交流会等
★申し込みハガキに記入する項目
○「ひとり親家庭を励ます知事と新入学児童等のつどい」参加希望
○住所、連絡先（電話番号）、保護者名
○新入学児童以外の同伴児童があれば、名前、フリガナ、生年月日
○自宅からの交通手段とその経費（片道）
○交流会で話したいテーマがあればその内容
※名札をつくりますので、名前、フリガナは正確にご記入ください
◆申し込み先
〒６１０‐０３３１  京田辺市田辺明田１
京都府田辺保健所保健福祉課支援係（�６３‐６０５５）
◆申込期限　平成１６年２月１６日（月）必着

 「ひとり親家庭を励ます知事と新入学児童
　等のつどい」のお知らせ

○
高
等
学
校
奨
学
金
等

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
及
び
低
所
得
世
帯
（
町

民
税
非
課
税
で
母
子
・
父
子
・

児
童
・
障
害
者
・
長
期
療
養

者
世
帯
）
の
お
子
さ
ん
の
高

等
学
校
へ
の
進
学
を
促
進
す

る
た
め
、
修
学
に
要
す
る
経

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
技
能
修
得
資
金
等

　

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の

お
子
さ
ん
が
、
中
学
校
・
高

等
学
校
卒
業
後
、
引
き
続
き

技
能
修
得
施
設
（
理
容
師
、

調
理
師
養
成
施
設
な
ど
）
に

入
っ
た
場
合
、
技
能
修
得
資

金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
時
期（
第
一
次
申
請
）

・
高
等
学
校
奨
学
金　

平
成

十
六
年
二
月
十
三
日
（
金
）

（
低
所
得
世
帯
の
新
一
年
生

及
び
生
保
世
帯
の
み
受
付
）

・
技
能
修
得
資
金
等　

平
成

十
六
年
三
月
十
九
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

京
都
府

田
辺
保
健
所
（�
六
三
―
五

七
四
七
）

平
成
十
六
年
度
高
等
学
校
奨
学
金
等
（
生
活
保
護
世
帯
・

低
所
得
世
帯
）
及
び
技
能
修
得
資
金
等
の
申
請
に
つ
い
て

―
九
八
二
―
二
三
四
〇
）

役
場
福
祉
課

（
電
話
八
二
―
二
〇
〇
一
）
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保
険
料
を
納
め
な
い
で

い
る
と
法
的
に
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ．

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
民
年
金
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
支
払

い
能
力
が
あ
る
の
に
納
付
を

怠
る
と
、
納
税
を
怠
っ
た
と

き
と
同
様
に
財
産
を
差
し
押

さ
え
ら
れ
る
と
い
う
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
給
付
金
が
少
な
く
な

る
ば
か
り
か
、
事
故
や
病
気

で
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
障
害
給
付
や
遺
族
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
義

務
を
怠
る
こ
と
は
保
障
を
受

け
る
権
利
を
放
棄
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
国
民
年

金
は
す
べ
て
の
人
に
等
し
く

保
障
を
行
え
る
よ
う
に
世
代

と
世
代
が
助
け
合
う
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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�������������　２月は、固定資産税・都市

　計画税の第４期納期限と
　国民健康保険税・介護保
　険料の第９期納期限です
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胃・大腸がん検診

２月１７日（火）～２０日（金）
お問い合わせは、保健センターまで

（�８２-３３８５）
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��������������２月は、井手地区の

水道メーター検針月です。
メーターボックスの上に 
物を置かないでください。
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詳しくは宇治募集事務所まで
� ０７７４（４４）７１３９
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京都府田辺土木事務所からのお知らせ
ドライバーのみなさまへ
冬場、 玉水橋や山城大橋など
橋の上は凍結することがあり
ますので 、走行に は十分気を
つけて運転願います。 　　　
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